
特
別
寄
稿

「
サ
イ
」
と
「
ワ

E
十
五
回
生

伊
藤

(
山
崎
)

主毅
両子

「
サ
イ
」
と
「
ワ
ニ
」
と
申
し
ま
し
て
も
、
動
物
の
話
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
千
里
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
「佐
井
」と「
和
仁
」
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

古
事
記
中
巻
神
武
天
皇
の
段
に

佐
章
賀
波
用
久
毛
多
知
和
多
里
宇
泥
備
夜
麻
許
能

波
佐
夜
芸
奴

加
是
布
加
牟
登
須

う
ね
び

訓
み
H
狭
井
河
よ
雲
立
ち
わ
た
り
畝
火
山
木
の
葉

郎
知
ぎ
ぬ
風
吹
か
ん
と
す

解
釈
H
狭
井
河
か
ら
雲
が
湧
き
出
て
い
る
畝
火
(
畝
傍
)
山

の
木
の
葉
が
騒
い
で
い
る
風
が
吹
こ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は

一
見
平
凡
な
叙
景
歌
の
よ

う
で
あ
る
が
、
地
名
二
つ
も
読
み
込
ま
れ
、
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が

あ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
有
名
な
歌
を
深
く
考
え
よ
う
と
も
し
て

こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
三
、
四
年
前
、
何
十
年
ぶ
り
か
で
千
里
第
二
小
学
校

十
五
回
生
男
女
合
同
の
同
窓
会
に
出
席
し
、
感
慨
に
浸
っ
て
い
た

時
、
名
簿
を
見
て
驚
い
た
。

「和
仁
高
明
」
さ
ん
。

エ
l
ツ
「
ワ
ニ
」
さ
ん
が
、
な
し
て
(
博
多
弁
で
「ど
う
し
て
」
の
意

味
)
千
里
山
に
お
ら
っ
し
ゃ
る
と
?

昔
は
男
女
別
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
同
窓
会
も
月
組
(
女
子
ク
ラ
ス
)

だ
け
で
し
て
い
た
た
め
、

「和
仁
」
さ
ん
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
途
端
に
、
冒
頭
の
不
思
議
な
歌
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
次
の
よ

う
な
単
語
が
連
想
的
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。

ワ
ニ
↓
b
h
7
和
署
骨
骨
↓
狭
持
河
↓
佐
井
寺
↓
佐
井
神
社

そ
こ
で
久
し
ぶ
り
に
古
事
記
・
日
本
書
紀
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と

記
(
以
下
古
事
記
を
「
記
」
、
日
本
書
紀
を
「
紀
」
と
略
記
す
る
)
に

は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

神
武
天
皇
の
「
皇
后
選
定
」
の
段
。

美
和
の
大
物
主
神
(
ミ
ワ
ノ
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
)
が
勢
夜
陀
多

良
比
責
(
セ
ヤ
ダ
タ
ラ
ヒ
メ
)
を
見
染
め
て
生
ま
し
め
た
の
が
一
治

登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
賓
(
ホ
ト
タ
タ
ラ
イ
ス
ス
キ
ヒ
メ
)
の
命

で
あ
る
。
こ
の
ひ
め
の
名
を
ヒ
メ
タ
タ
ラ
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
も
い

う
。
こ
の
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
を
神
武
天
皇
が
高
佐
士
野
(
タ
カ
サ
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シ
ノ
)
で
見
染
め
て

一
夜
を
過
ご
し
た
。
こ
の
ヒ
メ
の
家
は
「狭
井

河
の
上
に
在
り
き
」
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
「
狭
井
河
」
の
註
に

や

ま

ゆ

り

其
の
河
を
佐
章
河
と
謂
う
由
は
、
其
の
河
の
辺
に
山
由
理
草

さ
わ多

に
従
り
き
。
故
、
其
の
山
由
理
草
の
名
を
取
り
て
、
佐
章

河
と
号
け
き
。

と
あ
る
。

即
ち
「
サ
イ
」
と
は
百
合
の
花
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ

は
き
っ
と
百
合
の
花
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

現
在
、
奈
良
の
大
三
輪
神
社
の
奥
に
佐
井
神
社
が
あ
り
、
大
き

な
石
塔
に
「
佐
井
神
社
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
前
の
道
を
左
に

行
け
ば
、
古
代
史
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
山
の
辺
の
道
」
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
同
級
生
に
山
辺
さ
よ
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
大

和
の
佐
井
神
社
と
千
里
山
の
佐
井
寺
と
何
か
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。記

に
は
冒
頭
の
歌
の
由
来
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

神
武
天
皇
に
見
染
め
ら
れ
た
「
狭
章
河
」
の
ほ
と
り
の
イ
ス
ケ

ヨ
リ
ヒ
メ
は
、
后
の

一
人
と
し
て
宮
中
に
召
さ
れ
、

三
人
の
皇
子

ま
ま
せ

を
産
み
奉
っ
た
。
彼
女
は
神
武
天
皇
崩
御
の
後
、
天
皇
の
庶
兄
、

当
芸
志
美
美
(
タ
ギ
シ
ミ
ミ
)
の
命
の
妻
と
な
っ
た
。

(
美
人
は
ト
ク
で
す
ね
え
。
家
康
の
母
方
の
祖
母
大
河
内
氏
の

(
筆
者
註
こ
れ
に
つ
い
て
は
千
里
山
佐
井
寺
図
書
館
蔵
『
吹
田
市

佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
』
(
藤
井
久
義
著
呂
志
)
に
詳
し
い

説
明
が
あ
る
の
で
、
こ
の
稿
の
末
尾
に
掲
載
す
る
。
)

即
ち
和
銅
七
年
(
吋
エ
)
に
は
、
「
佐
井
寺
」
の
名
称
が
あ
り
、
僧
の

名
か
ら
し
て
医
薬
に
効
験
あ
る
寺
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

ま
た
「
群
書
類
従
」
巻
第
十
八
「
神
祇
」
の
部
に
「
狭
井
神
社
」
の

項
目
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

狭
井
神
社
。
在
大
和
圏
域
上
郡
。

伝
問
。
狭
井
神
者
。
大
己
貴
命
之
荒
魂
大
国
魂
神
。
即
当
社

別
社
也
。

日
本
書
紀
目
。
倭
大
神
著
一一
穂
積
臣
一
。
云
云
。
命
一一
大
倭
直

祖
長
尾
市
宿
弥

一令
祭
失
。
所
調
大
市
長
岡
岬
。
今
狭
井
社

是
也
。
(
中
略
)

狭
井
神
。
大
己
責
命
荒
魂
大
国
魂
命
。
(
中
略
)

伝
開
。
狭
井
神
之
子
。
事
代
主
神
。
(
以
下
略
)

よ
く
判
ら
な
い
け
れ
ど
、
「
狭
井
神
」
、
「
狭
井
神
社
」
は
大
国
主

こ
と
し
ろ
由
し

命
と
そ
の
御
子
事
代
主
神
と
に
関
係
が
あ
り
、
「
荒
ぶ
る
魂
」
で
あ

り
、
「
大
和
国
城
上
郡
狭
井
坐
大
神
荒
魂
社
五
社
」
と
あ
る
。
即

ち
「
狭
井
」
と
関
連
の
あ
る
神
社
は
五
社
あ
る
。

む

す

め

ま

ん

女
高
万
の
方
は
美
人
の
誉
れ
高
く
、
水
野
家
に
嫁
し
て
家
康
の

母
お
大
の
方
を
生
み
、
そ
の
後
家
康
の
父
方
の
祖
父
清
康
の
後

妻
と
な
り
、
清
康
が
お
才
で
没
す
る
と
、
次
々
と
武
将
に

嫁
ぎ
、
計
五
回
、

一
応
立
派
な
武
将
五
人
の
妻
と
な
っ
た
)
。

し
か
し
こ
の
タ
ギ
シ
ミ
ミ
の
命
は
継
子
で
あ
る
三
皇
子
を
殺
そ
う

と
計
画
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
母
親
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
は
、
我
が

子
た
ち
に
急
を
知
ら
せ
た
。
そ
れ
が
こ
の
歌
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど

う
い
う
手
段
で
伝
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
腹
心
の
者
に
韻

文
で
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
韻
文
の
方
が
覚
え
や
す
い
。
和
歌
と

は
元
来、

意
思
伝
達
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。
本
居
宣
長
は

一

こ

た

よ

円
4

「

和

歌

」

を

「

和

ふ

る

歌

」

と

訓

ん

で

い

る

。

4

結
局
三
皇
子
の
中
で
最
も
勇
敢
で
あ
っ
た
第
二
皇
子
神
八
井
耳

一

(
カ
ム
ヤ
イ
ミ
ミ
)
の
命
が
、
タ
ギ
シ
ミ
ミ
の
命
を
討
ち
、
第
二
代

す
い
ぜ

緩
靖
天
皇
と
な
っ
た
。
(
別
の
説
も
あ
り
。
)

次
い
で
佐
井
寺
に
つ
い
て
の
文
献
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。

(
一
)
寧
楽
遺
文
の

一
つ
。

僧
道
薬
銀
板
墓
誌
(
大
和
天
理
市
岩
屋
町
五
二
四
ノ
三

出
土
)

表

H
「
佐
井
寺
僧
道
薬
族
姓
大
楢
君
素
上
奈
之
孫
」

裏
H
「
和
銅
七
年
歳
次
甲
寅
二
月
廿
六
日
命
過
」

そ
ん
な
難
し
い
こ
と
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
、
問
題
は
千
里
山

の
佐
井
寺
と
「
狭
井
神
社
」
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次

に
大
阪
へ
行
っ
た
時
に
は
、
学
殖
豊
か
な
現
在
の
佐
井
寺
の
ご
住
職

様
に
ご
教
示
願
い
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

(
二
)
角
川
「
日
本
地
名
大
辞
典
」
(
昭
回
・
叩
)

「
佐
井
寺
」
の
項
目
に
は
大
略
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

さ
き
い

ざ
ん

吹
田
市
佐
井
寺
に
あ
る
寺
。
単
立
(
真
言
宗
)
。
山
号
は
碕
井
山
。

山
田
寺
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
本
尊
は
山
田
大
臣
(
筆
者
註
実

名
は
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
佐
井
寺
の
地
に
「
山
田
」
の
地
名

が
残
っ
て
い
ま
す
)
を
大
檀
那
と
し
て
天
平
七
年
(
吋
包
)
行
基
に
よ
ト

り
創
建
さ
れ
、
坊
社

ω彩
薮
え
た
。
寺
名
の
由
来
は
渇
水
時
に
霊
4

水
を
得
て
「
佐
井
の
清
水
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
拠
る
。
弘
仁
二
年
一

言
)
に
は
回
代
嵯
峨
天
皇
が
当
寺
に
綿
肌
屯
寄
進
さ
れ
、
朝
廷

が
命
じ
る
恒
例
の
読
経
を
行
な
う
幻
ケ
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
即

ち
、
延
暦
寺
、
清
水
寺
と
肩
を
並
べ
る
寺
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
期
の

天
正
年
間
(
信
長
の
死
は
天
正
日
)
に
兵
火
に
か
か
っ
て
伽
藍
を

焼
失
。
近
世
正
保
四
年

(
5
S
)
京
都
所
司
代
板
倉
周
防
守
重
宗

の
助
力
に
よ
っ
て
堂
宇
復
興
。
そ
の
時
鋳
造
さ
れ
た
党
鐘
は
、
同

寺
に
現
存
す
る
。
(
筆
者
註
「
附
屯
」
は
多
す
ぎ
る
が
、
原
文
通
り

に
し
た
。
)



へ
!
ッ
び
っ
く
り
し
た
!
佐
井
寺
さ
ん
は
そ
ん
な
に
す
ご
い

お
寺
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
な
ら
ば
佐
井
寺
の
地
も
重
要
な
場
所
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
で
も
大
和
の
狭
井
神
社
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
、
ご
存
じ
の
方
は
ご
教
示
下
さ
い
。

で
も
「
佐
井
(
狭
井
ご
が
百
合
の
花
の
意
味
で
あ
る
の
は
嬉
し
い
。

駅
を
挟
ん
で
反
対
の
丘
陵
地
千
里
山
は
開
発
さ
れ
る
前
は
桃
の
名

所
だ
っ
た
由
。
私
た
ち
の
育
っ
た
地
に
、
百
合
と
桃
が
咲
き
乱
れ
て

い
た
な
ん
て
、
本
当
に
素
敵
。

次
な
る
疑
問
は
「
2
ご
さ
ん
で
あ
る
。
紀
で
は
「
王
仁
」
、
記
で
は

「
和
遁
」
、
そ
の
他
「
和
耳
」
「
丸
遁
」
「
鰐
」
「
和
仁
」
の
表
記
も
あ
る
。

と
に
か
く
「

2
ご
さ
ん
は
四
、
五
世
紀
ご
ろ
、
日
本
に
文
字
を
伝

え
、
教
え
、
日
本
の
文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ら
れ
た
第

一
人
者
で
あ

る
。
記
、
紀
に
は
大
略
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

神
功
皇
后
の
皇
子
日
代
応
神
天
皇
(
推
定
四
、
五
世
紀
)
の

十
五
年
目
(
ま
だ
年
号
が
な
い
)
に
、
百
済
の
肖
古
王
が
日
本
に

あ

ち

き

あ

ち

き

し

阿
直
岐
(
紀
)
、
(
記
で
は
阿
知
吉
師
)
を
使
者
と
し
て
日
本
に

良
馬
二
頭
を
贈
っ
た
。

当
時
朝
鮮
半
島
は
北
部
の
高
句
麗
、
南
半
分
の
東
側
が
新
羅
、

西
側
が
百
済
で
、

三
者
が
相
争
っ
て
い
た
。
百
済
は
日
本
に
援
軍

ま
た
、
同
時
に
漢
文
理
解
の
た
め
に
考
え
た
の
が
、
送
り
が
な
、

返
り
点
で
あ
る
。
も
し
明
治
時
代
に
、
英
語
に
送
り
が
な
、
返
り
点

を
つ
け
て
く
れ
て
い
た
ら
、
私
達
は
ど
ん
な
に
助
か
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
か
。ぺ

怒
り
件
。
∞
の
『
。
。
-
い

と
い
う
具
合
に
。
古
代
の
日
本
人

は
、
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
マ
ン
達
で
あ
っ
た
。

ま
た
千
字
文
と
は
何
か
と
い
う
と
、
日
本
で
の
五
十
音
図
に
例

え
ら
れ
ょ
う
か
。
で
も
規
模
が
け
た
違
い
で
あ
る
。
漢
字
の
四
文
字

一
組
が
N
印

O

組
あ
る
の
で
「
千
字
」
で
あ
る
。
そ
れ
が

一
字
も
重
複
せ

ず
、
天
地
創
造
の
お
話
に
な
っ
て
い
一
ぬ
い

く

冒
頭
は
「
天
地
玄
黄
日
月
盈
畏
寒
来
暑
往
」
、

巻
末
は
「
駕
啄
平
也
」
で
あ
る
。

来
日
し
た
ワ
ニ
さ
ん
は
、
と
り
あ
え
ず
皇
太
子
菟
道
稚
郎
(
ウ
ジ

み
ふ
み
よ
み

ノ
ワ
キ
ノ
イ
ラ
ッ
コ
)
の
「
師
」
に
な
っ
た
が
、
皇
太
子
は
忽
ち
「
通

さ

と

な

り
達
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
」
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
日
本
人
の
文
字

学
習
が
始
ま
っ
た
。
文
字
に
関
す
る
系
統
は
二
系
統
あ
り
、
そ
れ

ふ
び
と

ぞ
れ
「
史
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
。

ワ
ニ
氏
に
つ
い
て
は
現
在
、
千
里
山
佐
井
寺
図
書
館
蔵
の
『
佐
井

寺
観
音
繁
盛
記
』
中
の
「
武
家
家
伝
」
に
よ
る
と

「
王
仁
五
世
紀
百
済
よ
り
渡
来
。
論
語
・
千
字
文
を
伝
え
る

を
求
め
、
日
本
の
方
は
百
済
の
高
い
文
化
と
技
術
を
期
待
し
て

い
た
。
し
か
し
結
局
、
百
済
は
、
新
羅
と
唐
の
連
合
軍
に
は
さ
み

撃
ち
さ
れ
、
ま
ω
年
に
滅
亡
。
日
本
は
犯
代
天
智
天
皇
の
代
で
、

は
〈
す
き
の
え

さ
。
般
の
船
団
を
組
ん
で
救
援
に
赴
く
が
、
自
村
江
で
全
滅
。

と

お

み

か

ど

み

f
き

そ
の
後
日
本
は
遠
の
朝
廷
と
し
て
太
宰
府
を
設
置
し
、
水
域
そ

の
他
を
築
い
て
、
唐
の
襲
来
に
備
え
た
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
と
に
か
く
百
済
の
使
者
ア
チ
キ
は
「
能
く
経
典

を
読
め
り
」
。
そ
こ
で
応
神
天
皇
は
日
本
か
ら
二
人
の
使
者
を
肖

古
王
の
許
に
送
り
、
文
字
を
教
え
て
く
れ
る
人
の
来
日
を
依
頼
し

た
。
そ
こ
で
ワ
ニ
さ
ん
が
千
字
文

一
巻
、
論
語
十
巻
を
携
え
て
来
日

し
た
。
当
時
の
航
海
は
命
が
け
な
の
に
、
よ
く
ぞ
来
て
下
さ
っ
た
と

感
謝
に
た
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
時
に
渡
来
し
た
漢
字
な
し
で

は
、
日
本
の
文
化
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

尤
も
漢
字
だ
け
で
は
、
日
本
ぷ
来
の
言
語
表
現
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
発
明
さ
れ
た
の
が
仮
名
で
あ
る
。
「
仮
名
」
と
は
仮
の
字

の
意
味
で
あ
る
。「
名」
に
ほ
文
字
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
室
町
時

代
に
は
漢
字
の
こ
と
を
真
名
(
本
当
の
字
)と
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て

よ

漢
字
の
音
(
訓
み
)
を
利
用
し
て
、

一
宇
一

音
の
表
音
文
字
を
発
明

し
た
。
漢
字
の

一
部
を
と
っ
た
の
は
片
仮
名
、
全
体
を
崩
し
た
の
は

平
仮
名
で
あ
る
。
勿
論
ワ
ニ
さ
ん
渡
来
以
前
に
も
日
本
に
文
字

が
、
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
積
極
的
に
学
ん
で
い
な
か
っ
た
。
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か
わ
ち
ふ
み
う
じ

西
文
氏
の
祖
」

(
儒
教
・
千
字
文
を
伝
え
る
)

と
あ
り
、
更
に

あ

ち

お

み

「
阿
知
使
主
五
世
紀
応
神
天
皇
の
と
き
渡
来
。
文
筆
に
秀

み
と
.h

や
ま
と
の
あ
や
う
じ

れ
、
史
部
を
管
理
。
東
漢
氏
の
祖
」

と
あ
る
。
(
一
説
に
は
幻
代
雄
略
天
皇
の
代
に
渡
来
し
た
、
と
あ

る
)
。

か

や

東
漢
氏
の
名
称
の
「
漢
」
は
中
国
の
意
で
は
な
く
、
朝
鮮
加
耶
地
方

あ

や

の
小
国
安
耶
に
よ
る
。

ま
ず
、
な
ぜ
ワ
ニ
mw
表
記
が
「王
仁
」
、
「
和
遁
」
と
い
う
よ
う
に
何

種
類
も
あ
る
か
と
い
う
と
、
中
国
の
漢
字
の
訓
み
は
時
代
に
よ
っ
て
-

異
な
る
。
例
え
ば
漢
音
と
呉
音
の
よ
う
に
。
(
「
行
」
も
コ
ウ
、
ギ
ヨ
付

ゥ
、
ア
ン
と
各
種
の
訓
み
が
あ
る
)

現
在
私
達
の
苗
字
の
よ
み
は
日
本
書
紀
を
踏
襲
し
て
い
る
。
例

さ
き
た
ま
い
な
り
や
ま

え
ば
六
世
紀
ご
ろ
の
刀
剣
(
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
出
土
)
で
は

た

さ

き

さ

さ

き

さ

さ

き

「
多
沙
鬼
」
が
記
で
は
「
沙
沙
貴
」
、
紀
で
は
「
佐
々
木
」
。
同
万
剣
で

は
「
加
沙
披
余
」
が
紀
で
は
「
笠
原
」
と
な
る
。

で
は
千
里
山
の
「
和
仁
」
さ
ん
は
ど
う
か
。
前
掲
の
「
武
家
家
伝
」

に
は
概
略
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

和
仁
氏
古
代
和
遁
族
の
末
商
。
不
詳
。
ご
存
じ
の
方
は
ご

教
示
下
さ
い
。

和
遁
・
和
耳
・
鰐
な
ど
と
も
記
さ
れ
る
が
、
肥
後
の
国
の
ワ
ニ
氏



は
和
仁
の
表
記
を
と
っ
て
い
る
。
大
和
の
国
添
上
郡
南
部
に

い
ま
も
地
名
が
あ
る
和
遁
が
本
拠
で
あ
っ
た
。
(
筆
者
註
現
在
も

「
和
遁
下
神
社
」
が
あ
る
)
。
熊
本
県
に
お
け
る
最
古
の
氏
族
は

阿
蘇
氏
と
和
仁
氏
で
あ
っ
た
。
(
中
略
)

秀
吉
の
九
州
征
伐
の
あ
と
、
和
仁
氏
は
肥
後

一
撲
に
加
担
し
、

城
主
和
仁
勘
解
由
親
実
、
弾
正
親
範
、
親
宗
の
三
兄
弟
は

田
中
城
に
能
っ
た
が
、
小
早
川
隆
景
そ
の
他
に
攻
め
ら
れ
、

落
城
(
昭
和
白
年
以
降
発
掘
中
)
。
和
仁
氏
以
後
衰
退
す
。

と
あ
る
。
参
考
系
図
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

式
部
大
輔
弾
正
忠

古
代
和
遁
族
・
・
・
・
親
貞
・
・
・
・
親
続

勘
解
由

|
親
実

一
弾
正

l
L
|
親
範

，
親
宗

'
女
子

能
登
守

辺
春
親
行

る
大
男
」
で
、
そ
の
風
貌
か
ら
「
人
鬼
」
と
呼
ば
れ
た
。
田
中
城
あ
と

は
、
熊
本
県
指
定
史
跡
公
園
に
な
っ
て
お
り
和
仁
三
兄
弟
の
石
像

が
立
っ
て
い
る
。

和
仁
氏
は
滅
亡
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
も
う
一
人
兄
弟
が

い
て
生
き
の
び
、
統
実
と
称
し
、
立
花
氏
に
仕
え
た
。
「
和
仁
氏
で

は
都
合
が
悪
い
」
の
で
、
「
小
野
和
泉
守
の
養
弟
と
な
り
、
小
野
久

右
衛
門
と
名
を
改
め
た
」
。
(
参
考
文
献
H
『
戦
国
大
名
城
郭
事

典
』
『
日
本
の
名
族
ロ
槙
』
)
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
だ
っ
て
ワ
ニ
さ
ん
は
寧
楽
の
地
か
ら
、
は
る
ば

る
肥
後
の
国
に
来
て
、
又
摂
津
へ
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
か
し

た
ら
、
ロ
代
景
行
天
皇
の
筑
紫
征
伐
、
日
本
武
尊
の
熊
襲
征
伐

に
同
行
し
た
の
か
も
。
し
か
し
、
記
・
紀
と
も
に
お
二
方
の
従
者
の
中

に
「
ワ

E
さ
ん
の
記
述
は
な
い
。
で
も
こ
れ
は
当
た
り
前
な
の
だ
。

王
仁
さ
ん
の
渡
来
は
景
行
天
皇
よ
り
ず
っ
と
後
、
日
代
応
神
天
皇

の
時
な
の
だ
か
ら
。

あ

そ

い

ち

の

み
や

文
現
在
阿
蘇
一
の
宮
の
宮
司
、
阿
蘇
保
夫
氏
の
著
書
『
阿
蘇
社

と
大
宮
司
』
(
平
成
日
年
3
月
)
に
も
、
ワ
ニ
氏
の
こ
と
は
全
く
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
古
代
の
名
門
ワ
ニ
氏
が
あ
と
か
た
も
な
く
滅
亡
し

て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
千
里
山
の
和
仁
氏
は
、
阿
蘇
家

と
肩
を
並
べ
る
名
門
の
末
商
と
思
い
た
い
。
因
み
に
阿
蘇
家
は
日
本

神
道
の
中
で
は
重
き
を
な
し
、
明
治
以
降
は
男
爵
と
し
て
貴
族
に

そ
し
て
驚
い
た
こ
と
に、

概
略
次
の
よ
う
な
附
記
が
あ
る
。

固
(
一
)
和
仁

和仁
わに

和仁lま太玉尊'ふとたまのみこと，の化身
といわれる 太玉尊はE整理科尊'ににぎの
みごと九!こ従って高天原より降臨した5人の
神のひとりて、天岩屋pの前て天野;大御神

の出現を祈った神でもある‘

和仁は;度御の道中、日寺に

王仁の代わりl二重量い、また
見物人に道を開けてもらーコ
たりと王仁の繍助的役割
を鑓っている
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あ

め

の

こ

や

ね

元
来
ワ
ニ
さ
ん
は
、
天
孫
降
臨
の
際
、
天
児
屋
根
の
命
と
と
も

ふ
と
だ
ま

に
、
ニ
ニ
ギ
の
命
に
従
って
、こ
の
地
に
来
ら
れ
た
太
玉
の
命
の
子
孫

で
あ
る
。
そ
れ
は
良
い
と
し
て
、
上
掲
の
記
述
で
は
「
王
仁
」
と
「
和

仁
」は
別
人
で
あ
り
、
和
仁
は
王
仁
の
家
来
筋
、
或
い
は
同
族
の
分

家
筋
で
あ
る
ら
し
い
。

さ
ら
に
、
「
武
家
家
伝
|
和
仁
氏
」に
よ
る
と
、
『
和
仁
軍
談
』
と

い
う
書
物
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
田
中
城
落
城
の
有
様
が
記
さ
れ
て

へ
ば
る

い
る
と
い
う。

敗
因
は

一
族
の
女
婿
能
登
守
辺
春
親
行
の
裏
切
り

に
よ
る
。
和
仁
三
兄
弟
の
三
男
親
宗
は
「
身
の
丈
七
尺
六
寸
も
あ

列
し
て
い
る
。

ま
た
私
は
、
和
仁
氏
の
衰
退
の
原
因
の

一
つ
は
、
奈
良
時
代
以

降
天
皇
の
生
母
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
拠
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
記
に
よ
る
と
、
応
神
天
皇
の
皇
太
子
ウ
ジ
ノ
ワ
キ
ノ
イ
ラ
ッ

コ
の
生
A
M
Pワ
ニ
氏
丸
遁
之
比
布
礼
能
意
富
美
(
ワ
ニ
ノ
ヒ
フ
レ
ノ
オ

オ
ミ
)
の
女
ミ
ヤ
ヌ
シ
カ
ワ
エ
ヒ
メ
で
あ
る
。
ま
た
M
代
仁
賢
、
お
代

武
烈
、
泊
代
欽
明
各
天
皇
の
生
母
も
ワ
ニ
氏
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
お
人
好
し
の
皇
太
子
は
、
弟
で
第
四
皇
子
の
オ

オ
サ
ザ
キ
(
次
の
日
代
仁
徳
天
皇
)
の
計
略
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、

天
皇
に
な
り
損
な
っ
た
。
仁
徳
天
皇
は
徳
の
高
い
天
皇
だ
と
私
-

達
は
習
っ
た
が
、
実
は
兄
二
人
を
謀
殺
し
た
エ
ゲ
ツ
な
い
天
皇
打

な
の
だ
。
こ
こ
で
は
ワ
ニ
は
「
丸
遁
」
と
な
っ
て
い
る
。
一

も
し
ウ
ジ
ノ
ワ
キ
ノ
イ
ラ
ッ
コ
が
、
第
十
六
代
の
天
皇
に
な

っ
て
い
れ
ば
ワ

左

海
は
後
世
に
家
名
を
挙
げ
た
の
か
も
知
れ

い
わ
の
ひ
め

な
い
。
例
え
ば
葛
城
氏
(
仁
徳
天
皇
の
皇
后
磐
媛
の
実
家
)

や
、
后
妃
を
多
数
輩
出
し
た
蘇
我
氏
の
よ
う
に
。
た
だ
し
、
結

局
葛
城
氏
も
蘇
我
氏
も
、
天
皇
家
と
藤
原
氏
の
連
合
勢
力
の
前

に
、
滅
亡
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
、
い
い
か
。

そ
れ
に
も
う

一
つ
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
同
窓
会
で
同
席
し

た
和
仁
高
明
さ
ん
の
話
で
は
、
「
今
、
古
い
家
を
こ
わ
し
て
改

築
中
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
「
そ
の
古
い
家
は
何
時
頃
建



て
ら
れ
た
の
で
す
か
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、
「
元
禄
時
代
」
と

涼
し
い
顔
で
お
っ
し
ゃ
る
。
エ
ー
ッ
。
そ
し
て
和
仁
家
は
江
戸

時
代
以
来
、
こ
の
地
の
庄
屋
を
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
由
。
古
文

じ
よ
・
フ
ひ
で

書
に
「
当
村
庄
屋
和
仁
治
右
衛
尉
政
口
」
と
あ
る
。
口
の
字

は
不
明
。
そ
し
て
、
庄
屋
と
し
て
、
定
期
的
に
「
淀
の
殿
様
」

に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
由
。
「
ど
う
い
う
内
容
で
し
た
り
・
」

「
こ
の
地
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
ま
せ
ん
と
い
う
の
が
決
ま
り
文

句
だ
っ
た
」
。
エ

l
ッ
、
千
里
山
と
キ
リ
シ
タ
ン
?

千
里
山
に
隣
接
す
る
高
槻
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
有

名
な
高
山
右
近
が
お
り
、
大
阪
冬
の
障
会
合
と
の
あ
と
マ
ニ
ラ

に
追
放
さ
れ
、
彼
の
地
で
没
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
佐
井
寺
、
千
里
山
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
潜
伏
地

と
し
て
に
ら
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

又
、
「
淀
の
殿
様
」
と
は
何
藩
何
氏
な
の
か
。
淀
藩
と
い
う

の
は
な
く
、
京
、
大
坂
の
交
通
の
要
衝
「
淀
」
の
地
を
管
理
し

て
い
た
の
は
臼
杵
藩
五
万
石
の
稲
葉
氏
で
あ
る
。
稲
葉
氏
は
春

日
局
の
実
家
で
あ
る
。

と
に
か
く
「
サ
イ
」
寺
と
「
ワ
一
ご
氏
の
こ
と
を
調
べ
れ
ば

調
べ
る
ほ
ど
、
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。
摂
津
国
の
歴
史
は
む
つ

か
し
い
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
存
じ
の
あ
る

方
、
ど
う
ぞ
ご
教
示
下
さ
い
。

地
圏
全
一
〉

任
務
・
百
済
の
衰
退

(
6
世
紀
)

任郡4県を百漢に割11
百清から五銭博士来朝

百漬i;;j呈.仏像・経典を伝える

{一説552)

任郡日本府紙亡

百済。、ら進仏ヱ・寺工ら遊楽
."‘< 

百済僧置E勧.・本..猷上

‘句属僧益議.Il溢を伝える

一一m
m
瑚

抑

m
m
制

次
い
で
渡
来
人
に
つ
い
て

一言。

六
世
紀
、
七
世
紀
は
、
日
本
で
は
大
和
政
権
の
確
立
期
で
、
記
(
吋

H
N
)

・紀(吋
N
O
)

の
歴
史
編
纂
も
行
わ
れ
た
。
朝
鮮
半
島
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
中
国
支
配
(
楽
浪
郡
・
帯
方
郡
)
に
代
わ
っ
て
、
高
句
麗
・
百

済
・
新
羅
が
起
こ
り
、
互
い
に
闘
争
を
く
り
返
し
た
。
中
国
で
は
六

朝
時
代
の
戦
乱
期
を
経
て
、
惰
(
印
∞
ω
1
2
3
・唐
$
5
1
8
3と

な
り
、
過
渡
期
の
動
乱
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
(
倭
)
に
渡

来
、
逃
亡
し
て
く
る
文
化
人
や
技
術
者
が
多
か
っ
た
。
稲
作
・
製
鉄

な
ど
は
、
こ
う
し
て
日
本
に
も
拡
が
っ
た
。

特
に
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
は
多
く
、
先
述
の

因
み
に
、
五
・
六
世
紀
頃
の
有
力
氏
族
の
勢
力
地
図
を
載
せ

て
お
き
ま
す
。
地
図
(
二
)
の
和
耳
氏
は
和
仁
・
和
遁
・
王
仁
・

丸
遁
氏
の
こ
と
で
、
口
で
囲
っ
て
い
る
の
が
、
当
時
の
有
力
氏
族
で

あ
る
。
ワ
ニ
氏
は
案
外
高
槻
・
摂
津
に
近
い
で
す
ね
。
(
三
輪
山
に
隣

接
す
る
の
が
佐
井
神
社
)

地
国
会
一
)
憲
態
と
護
楽
人
(
帰
化
人
)
の
居
住
地

6
償
配
ご
ろ
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あ

ち

お

み

「
王
仁
」
「
阿
知
使
主
」
に
よ
る
文
字
伝
来
の
他
に
以
下
の
分
野
が

挙
げ
ら
れ
る
。

①
「

ir買
い
医
博
士
な
ど
」
六
世
紀
欽
明
天
皇
の
時
代
。

②
「
司
馬
達
等
」
(
凶
M
M
)

中
国
よ
り
渡
来
し
、
仏
教
を
ひ
ろ
め

る
。
鞍
作
の
祖

治
ん
ろ
く

③
「
観
鞍
」

(S
N
)
百
済
よ
り
渡
来
。
暦
本
を
伝
え
る
。

ど
ん
ち
ょ
う

④
「
曇
徴
」
(
台
。
)
高
句
麗
よ
り
渡
来
。
絵
の
具

・
紙
・
墨
な

ど
を
伝
え
る
。

み

ま

し

⑤
「
燃
搾
け
れ
」

(
E
M
)

百
済
よ
り
渡
来
。
伎
楽
の
舞
を
伝
え
る
。

⑥
「
弓
月
君
」
五
世
紀
応
神
天
皇
の
時
渡
来
。
養
蚕

・
機
織
を
一

伝
え
る
。
秦
氏

の

祖

9

A斗
A

〈
佐
井
寺
に
関
す
る
資
料
〉

(
前
掲
の
『
吹
田
市
佐
井
寺
風
土
記
』
こ
ぼ
れ
話
に
よ
る
)

「
銀
板
の
墓
誌
銘
」

l
出
土
品
の
発
見
者

大
和
・
榊
原
氏
宅
訪
問
記
(
和
仁
儀
一
氏
口
述
)

昭
和
三
十
五
年
三
月
十
日
付
け
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
、
大
和

国
天
理
市
岩
屋
在
榊
原
獅
(
た
か
し
)
氏
所
有
の
山
地
(
薮
)
か
ら
、

「
佐
井
寺
僧
道
薬
師
の
骨
壷
」
と
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
で
あ
っ
た

「
銀
板
の
墓
誌
銘
」
と
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
学
会
で
も
珍

し
い
出
土
品
で
あ
る
。
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
四
月
中
旬
の



丑
(
牛
)
の
祈
祷
の
日
に
、
山
田
寺
住
職
谷
光
倫
氏
よ
り
、
そ
の
旨

語
ら
れ
た
の
で
、
五
月
麦
秋
の
頃
何
心
な
く
訪
ね
た
い
気
持
ち
が

起
こ
り
、
腰
弁
で
九
時
頃
に
我
が
家
を
出
立
、
近
鉄
に
乗
り
天
理

駅
に
下
車
し
て
、
先
ず
天
理
教
本
社
殿
を
礼
拝
し
た
。
(
中
略
)

あ
る
日
、
当
若
主
人
が
薮
を
掘
り
返
し
て
居
っ
た
と
こ
ろ
、
石
に

当
た
っ
た
の
で
、
其
の
石
蓋
を
取
り
除
く
と
、
方
形
の
石
で
固
ま
れ

で
あ
り
、
そ
の
中
の
小
石
を
取
り
除
く
と
、
素
焼
き
の
骨
壷
が
見
つ

か
り
、
驚
い
て
家
に
帰
り
父
に
告
げ
る
と
、
半
信
半
疑
の
態
た
ら

く
、
誰
か
の
墓
地
で
は
な
い
か
、
等
々
思
い
乍
ら
現
場
へ
戻
り
、
恐
る

恐
る
蓋
を
開
け
る
と
光
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
拾
い
上
げ
て
み

る
と
、
銀
板

一
葉
の
裏
と
表
に
、
毛
彫
り
し
た
墓
誌
銘
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
方
で
は
「
そ
の
様
な
も
の
が
出
る
と
、
家
に
不
祥
事
が
起
こ

る
:
・
」
と
の
云
い
伝
え
が
あ
る
た
め
、
元
の
通
り
に
収
め
て
内
密
に

し
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
が
ふ
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
漏
れ
て
、
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ

り
、
他
所
か
ら
の
道
具
屋
さ
ん
が
見
え
、
ご
く
内
密
で
譲
り
受
け

た
い
旨
、
執
劫
に
食
い
下
が
ら
れ
、
「
当
方
も
災
い
の
種
を
無
く
す

る
為
に
も
・
・
・
」
と
つ
い
釣
り
込
ま
れ
て
、
手
放
す
気
持
ち
が
湧
い

て
、
一
度
は
手
放
し
た
も
の
ら
し
い
。

や
や
時
を
経
て
、
県
の
古
文
財
保
存
委
員
会
?
の
、
人
達
の
知

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
を
、
古
道
具
屋
さ
ん
が
逸
早
く
耳
に
し
、

行
さ
れ
た
僧
か
、
そ
れ
と
も
名
僧
で
当
寺
へ
招
か
れ
、

一
山
の

僧
の
指
導
的
役
割
を
、
果
た
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
墓
誌
銘
の
お
蔭
で
今
迄
暖
味
模
糊
と
し
た
観
念
か
ら

拭
い
去
ら
れ
、
蔓
を
並
べ
て
威
容
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。当

時
の
新
聞
(
毎
日
)
に
依
る
と
、
和
銅
七
年
(
七
一
四
)

は
奈
良
遷
都
後
五
年
目
、
発
見
の
年
か
ら
数
え
て

一
千
二
百
四

十
五
年
前
で
あ
る
。
此
の
様
に
葬
者
の
墓
に
、
姓
名
、
生
前
の

略
歴
等
を
刻
ん
だ
墓
誌
は
、
銅
板
、
金
銅
板
、
銅
壷
、
瓦
等
に

刻
ん
だ
も
の
が
、
全
国
で
十
四
例
出
さ
れ
て
い
る
が
、
銀
製
の

も
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
、
し
か
も
文
中
の
「
佐
井
寺
」
は
奈

良
時
代
の
寺
院
名
に
は
出
て
来
ず
、
「
大
楢
」
の
姓
も
姓
氏
録

に
も
な
く
、
史
料
上
か
ら
も
大
き
な
研
究
課
題
と
さ
れ
、
考
古

学
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
云
々

(
筆
者
註
墓
誌
銘
は
本
稿
の
始
め
の
寧
楽
遺
文
に
記
す
。
閉

じ
こ
ろ
、
河
内
の
み
か
ん
畠
か
ら
記
の
編
者
太
安
万
侶
の
遺
骨

と
墓
誌
銘
が
出
土
し
た
)

〈
追
加
〉
①
肥
後
の
和
仁
氏
に
就
い
て

前
述
の
、
国
指
定
史
跡
和
仁
氏
田
中
城
(
和
仁
城
と
州
中
竹
)

に
つ
い
て
、
熊
本
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
玉
名
郡
和
水
町

榊
原
氏
の
許
へ
返
還
に
来
た
の
で
、
こ
と
の
重
大
性
を
察
知
し
、
早

速
と
元
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
し
た
。
こ
れ
で
噂
の
三
国
人
の
手
に
も
渡

ら
ず
に
済
ん
だ
こ
と
は
、
何
よ
り
の
倖
せ
で
あ
っ
た
。
(
中
略
)

「
出
土
品
は
只
今
東
京
へ
運
ば
れ
、
学
者
仲
間
の
研
究
資
料
と

な
っ
て
お
り
、
(
中
略
)
」

「
実
は
先
日
来
県
下
一
円
に
、
"
佐
“
の
字
の
つ
い
て
い
る
四
十
数

ケ
所
の
地
名
を
訪
ね
歩
い
た
が
、
何

一
つ
確
証
を
得
る
こ
と
が
出
来

ず
、
ガ
ッ
カ
リ
し
て
居
る
時
に
誰
云
う
と
な
し
に
、
「
佐
井
寺
の
廃

寺
は
河
内
方
面
に
あ
る
・
・
・
」
と
の
噂
を
耳
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
摂
津
に
あ
り
ま
し
た
か
:
・
」
と
半
信
半
疑
の
様
子
に
見
受
け
ら
ト

れ
た
が
、
私
の
持
参
し
た
、
佐
井
寺
観
音
由
来
書
と
同
村
史
と
を

5

見
る
に
及
ん
で
漸
う
納
得
さ
れ
た
ら
し
く
」
(
以
上
和
仁
氏
口
述
)
一

こ
の
墓
誌
銘
と
骨
査
は
目
下
奈
良
国
立
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
て

あ
り
、
過
日
、
山
田
寺
の
谷
光
倫
住
職
が
訪
れ
、
骨
壷
の
前
で

懇
ご
ろ
な
回
向
を
さ
れ
た
。

私
も
今
迄
は
、
行
基
開
祖
の
由
緒
あ
る
古
い
寺
で
あ
る
こ
と

は
判
っ
て
い
た
。
ま
た
伝
説
と
事
実
と
、
半
々
位
に
し
か
信
じ

て
居
な
か
っ
た
が
、
墓
誌
銘
と
骨
査
の
出
土
に
よ
り
、
千
二
百

五
十
年
前
の
和
銅
年
聞
に
、
た
と
え
草
堂
の
類
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
六
十
余
坊
も
存
在
し
て
居
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
は
な

い
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
墓
誌
銘
の
道
薬
師
は
、
当
佐
井
寺
で
修

み

か

わ

三
加
和
総
合
支
所
か
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
他
資
料
を
い
ろ
い
ろ
送
っ
て

い
た
だ
い
た
。
係
り
の
方
が
「
エ
ツ
大
阪
に
も
ワ
ニ
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
が
び
っ
く
り
し
た
。

和
水
町
は
、
熊
本
県
北
、
福
岡
県
に
隣
接
す
る
地
で
、
も
と
参

勤
交
代
の
豊
前
街
道
が
通
り
、
-現
在
も
北
九
州
自
動
車
道
、
国
道

三
号
線
に
挟
ま
れ
、
阿
蘇
中
岳
が
中
央
に
あ
り
、
菊
池
川
に
繋
が

る
三
本
の
川
(
岩
村
川
・
十
町
川
・
和
仁
川
)
と
そ
の
支
流
が
網
の

目
に
流
れ
、
阿
蘇
の
名
水
・
湧
水
の
地
、
豊
か
な
交
通
の
要
衝
で
、

庶
民
の
力
も
強
か
っ
た
。

秀
吉
は
全
国
平
定
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
九
州
征
伐
の
た
め
、
一

自
ら
大
軍
を
率
い
て
島
津
を
降
伏
さ
せ
、
次
い
で
宿
敵
佐
々
成
政

l
p
h
u
 

を
失
脚
さ
せ
る
た
め
、
故
意
に
「
難
治
の
国
」
肥
後
一
国
を
与
え
、
一

一
撲
が
起
こ
る
と
成
政
を
責
任
者
と
し
て
切
腹
さ
せ
た
(
天
正
十

占
ハ
目
印
∞
∞
)
。

和
仁
氏
は
肥
後

一
撲
に
加
担
し
、
田
中
城
に
農
民
・
国
衆
と
と

も
に
籍
も
っ
て

一
ヶ
月
持
ち
こ
た
え
た
が
、
安
国
寺
恵
理
の
調
略
に

へ
ば

る

乗
っ
た
女
婿
辺
春
親
行
の
裏
切
り
に
よ
り
、
城
に
放
火
さ
れ
、
落

域
全
滅
し
た
。
こ
の
乱
で
五
七

O
O人
討
死
。
加
藤
清
正
は
千
人

の
首
を
集
め
、
そ
の
中
、
百
を
秀
吉
に
送
っ
た
。
そ
の
後
肥
後
は
加

な
が
つ
ね

藤
清
正
、
小
西
行
長
、
相
良
長
毎
が
三
分
割
領
有
し
、
秀
吉
は
万

狩
り
令
を
出
し
、
四
年
後
、
朝
鮮
に
出
兵

(
5
S
)、
七
年
も
続
け



地
図
(
四
)
三
加
和
町
周
辺

た。
肥
後

一
撲
で
討
ち
死
に
し
た
甲
斐
守
宗
立
は
、
臨
終
に
当
た
っ

て
介
抱
し
て
く
れ
た
人
に
「
自
分
は
死
後
に
霊
と
な
り
、
障
害
に
苦

し
む
人
を
助
け
よ
う
」
と
遺
言
し
た
。
宗
立
の
遺
志
に
依
り
八
つ
の

神
が
肥
後
各
所
に
杷
ら
れ
て
い
る
(
足
手
・
命
・
目
・
歯
・
耳
・
胃
・
イ

ボ
・
性
の
各
神
)
。
性
の
神
は
「
夫
婦
和
合
、
子
孫
繁
栄
」
に
効
験
が

あ
る
と
か
で
、
何
百
年
間
絶
え
る
こ
と
な
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

新
し
く
得
た
資
料
に
よ
る
と
、
和
仁
氏
は
6
代
孝
安
天
皇
の
商
で

戦
国
期
に
は
玉
名
郡
和
仁
村
・
高
地
村
J

十
町
村
・
筑
紫
国
白

ょ
し
た
ね

木
村
を
領
有
し
、
第
十
代
足
利
将
軍
義
植
に
従
っ
て
上
京
し
た

こ
と
も
あ
る
(
む
き
年
、

5
8年
の
古
文
書
に
依
る
)
。

こ
の
和
仁
氏
の
無
念
の
滅
亡
を
い
た
み
、
肥
後
の
人
は
、
毎

年
二
月
の
第
二
日
曜
に
、
田
中
城
公
園
で
「
戦
国
肥
後
国
衆
祭

り
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
映
画
「
お
ん
な
国
衆

一
撲
」

(
三
池
崇
史
監
督
)
で
は
、
和
仁
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
映
画
で
使
わ
れ
た
和
仁
氏
の
家
紋
は
鶴
の
丸
で
あ
る
。

〈
追
加
〉
②
和
晴
氏
の
始
祖
に
就
い
て

日
本
書
紀
巻
第
四

5
代
孝
昭
天
皇

観
松
彦
香
殖
稲
天
皇
(
ミ
マ
ツ
ヒ
コ
カ
エ
シ
ネ
ノ
ス
メ
ラ
ミ

よ
そ
た
ら
し
ひ
め

コ
ト
)
は
世
襲
足
媛
を
立
て
て
皇
后
と
す
。
(
中
略
)
古
事
記
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で
は
大
倭
帯
日
子
園
押
人
(
オ
オ
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ
ヒ
コ
ク
ニ
オ

シ
ピ
ト
)
の
命
で
あ
る
。

こ
の
孝
昭
天
皇
は
「
日
本
足
彦
国
押
人
尊
(
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ

ヒ
コ
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
ノ
ミ
コ
ト
)
を
立
て
て
皇
太
子
と
し
た
ま
ふ
。

ら

は

じ

め

お

や

年
二
十
。
此
れ
和
現
臣
(
ワ
ニ
ノ
オ
ミ
)
等
が
始
祖
な
り
。
」

と
あ
る
。
即
ち
孝
昭
天
皇
の
第
二
皇
子
日
本
足
彦
国
押
人
命
が
、

次
の
6
代
孝
安
天
皇
と
な
り
和
理
氏
の
始
祖
で
あ
る
と
い
わ
れ

噌。。

わ

に

〈
追
加
〉
③
岡
県
主
熊
鰐
氏
に
就
い
て

日
本
書
紀
巻
第
八
凶
代
仲
哀
天
皇

3

仲
哀
天
皇
が
西
征
の
た
め
周
芳
の
国
(
山
口
県
)
に
至
っ
た

5

お
h

あ
が
た
由
し

時
、
岡
(
福
岡
県
遠
賀
郡
)
の
県
主
熊
鰐
が
天
皇
を
迎
え
て

一

恭
順
の
意
を
表
わ
し
た
。

伊
藤
様
子
氏
の
略
歴

大
阪
府
立
桜
塚
高
校
(
入
学
時
は
府
立
豊
中
高
女
)
卒
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
文
科
卒
。
東
京
都
立
大
学
大
学
院

国
文
科
修
士
課
程
・
博
士
課
程
修
了
。

(
福
岡
)
中
村
学
園
大
学
教
授
。
平
成
六
年
退
臓
。

著
書
「
原
典
に
よ
る
文
学
概
論
」
(
橿
歌
書
房

3
玄
)
他
。


